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事業実績シート 

取組の名称 訪問栄養指導 
担当課 長寿包括ケア課 

問い合わせ先 

０２７－８９８－６１３３ 

概

要 

基本目標  ■つくる □はぐくむ □つたえる □まもる         

目  的 
高齢者が要支援・要介護状態に重症化することを予防し、住み慣れた家や地域

で自立した生活が継続できるように支援します。 

対象者 ６５歳以上の市民 

実施方法 

内   容 

対象者の自宅へ訪問し、高齢者の心身の状態、食生活状況に応じて個別に栄養・

食生活の助言を行う他、必要に応じ調理実習を行います。 

●対象者を限定しない一般訪問栄養指導 

 対象者や担当者等からの依頼により訪問。内容や回数は対象者に応じて行う 

●要支援認定者と事業対象者を対象とした訪問型サービスセンター 

概ね３か月を支援期間とし、回数は対象者に応じて決める 

●高齢者配食サービス利用者のうち低栄養を理由とする者への訪問 

 低栄養となった理由、配食利用後の変化等について確認し、必要に応じてア

ドバイスを行う 

 

連携団体等 地域包括支援センター、ケアマネジャー 

実 

績 

実施日 

回 数 

人数等 

上半期 下半期（予定） 

実施日：６～９月 

回 数：２９回 

人 数：２４人延べ３２人 

実施日：１０月～３月 

回 数：２４回 

人 数：８人延べ２５人 

（１２月末現在） 

期待される 

効果等 

一般と訪問センターは、個々の課題に対応した支援を行うことにより、低栄養

や疾病の重症化予防、食事準備能力の維持につなげることが期待できます。 

配食低栄養訪問は、喫食状況や生活活動状況などの確認により実態を把握する

とともに、食事摂取の助言を通して低栄養の改善につなげることが期待できま

す。 

 

取組み様子 

・写真 

・イラスト 

・グラフ等 

（あれば） 

 

市ホームページ掲載可否 

■ 可  □ 否 
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事業実績シート 

取組の名称 元気プラス＋講座 
担当課 長寿包括ケア課 

問い合わせ先 

０２７－８９８－６１３３ 

概

要 

基本目標  ■つくる □はぐくむ □つたえる □まもる         

目  的 
運動機能向上、栄養改善、口腔機能向上を目指した複合プログラムを行うことによ

り介護予防のための生活習慣の習得を支援します。 

対象者 ６５歳以上の市民 

実施方法 

内   容 

全６回のプログラムを概ね２週間ごと約３か月かけて老人福祉センターや公

民館で実施しています。プログラムは、運動・栄養・口腔・認知症予防等の専

門プログラムとピンシャン元気体操等のルーチンプログラムからなり、専門プ

ログラムを長寿包括ケア課職員が、ルーチンプログラムを老人福祉センター看

護職員が担当。家庭での取り組みの促しとして、各自目標を設定し、取り組み

状況を毎回確認します。初回と最終回に健康状態のアセスメントと体力測定を

行い評価します。 

連携団体等 老人福祉センター 

実 

績 

実施日 

回 数 

人数等 

上半期 下半期（予定） 

実施日：７～９月 

回 数：１コース５回（７月１回悪 

天候により中止） 

人 数：延べ９人 

実施日：１０～１２月、１月～３月       

回 数：２コース１１回（１２月１回

県警戒度４により中止） 

人 数：延べ４７人（１２月末現在） 

期待される 

効果等 

３か月間の複合プログラムを通して介護予防の知識を普及するとともに、家庭

での取り組みを促しており、参加者の自立維持につながると思われます。 

取組み様子 

・写真 

・イラスト 

・グラフ等 

（あれば） 

 

市ホームページ掲載可否 

■ 可  □ 否 
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事業実績シート 

取組の名称 健康教育 
担当課 長寿包括ケア課 

問い合わせ先 

０２７－８９８－６１３３ 

概

要 

基本目標  ■つくる □はぐくむ □つたえる □まもる         

目  的 

健康や疾病等に関する情報、知識等を提供するとともに、高齢者の心身の状態

に応じて助言等を行うことにより、高齢者の健康の保持・増進、疾病予防、意

識の啓発等を測り、要介護状態に陥ることを予防し、健やかで活力ある自立し

た生活を継続して送ることができるよう支援することを目的とします。 

対象者 ６５歳以上の市民 

実施方法 

内   容 

健康・疾病・介護予防等に関する講演等を行い、適宜個別相談に応じます。 

・老人福祉センターにおいて定例で行うもの 

・ふれあいいきいきサロン等団体からの依頼をもとに地区公民館等に出向く 

 もの 

連携団体等 老人福祉センター 

実 

績 

実施日 

回 数 

人数等 

上半期 下半期（予定） 

実施日：８～９月 

    老セン   健康相談 

回 数：６回    ４回 

人 数：６６人   ４人 
 

実施日：１０～３月 

    サロン 老セン 健康相談 

回 数：１回  ６回   １５回 

人 数：１７人 ９２人  １５人 
（１２月末現在）  

期待される 

効果等 

老人福祉センターにおいては年間を通して定期的に行うため、季節の話題や

時事を織り交ぜた情報提供や知識の普及を行っています。団体からの依頼につ

いては、高齢期の栄養課題である低栄養予防を中心に知識の普及と実践の促し

をしており、自立した生活の継続につながると思われます。 

取組み様子 

・写真 

・イラスト 

・グラフ等 

（あれば） 

 

 

市ホームページ掲載可否 

■ 可  □ 否 
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事業実績シート 

取組の名称 噛む力をはぐくむ教室 
担当課 長寿包括ケア課 

問い合わせ先 

０２７－８９８－６１３３ 

概

要 

基本目標  ■つくる □はぐくむ □つたえる □まもる         

目  的 
噛む力をはぐくむために必要な口腔ケアに関する講話や実習を行い、自ら実践

する方法を身につけ家庭での実践につなげることを目的とします。 

対象者 ６５歳以上の市民 

実施方法 

内   容 

地域の公民館等を会場実施。歯科衛生士によるオーラーフレイル予防を中心と

した講話や顔面体操を行います。新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、

歯磨きの実技を動画視聴にし、管理栄養士による試食提供をレシピ紹介と講話

に替えて実施しています。 

連携団体等  

実 

績 

実施日 

回 数 

人数等 

上半期 下半期（予定） 

実施日：７/２１ 

回 数：１回 

人 数：７人 

実施日：１２/１０、３/３ 

回 数：２回 

人 数：１２人（１２/１０） 

期待される 

効果等 

前橋市における介護予防の合言葉である「動いて・食べて・磨いて元気」のう

ち、食べて・磨いての実践につなげる手立てとなるよう口腔ケアの実技を中心

としたプログラムであり、家庭での取り組みによる口腔機能の維持が期待でき

ます。 

取組み様子 

・写真 

・イラスト 

・グラフ等 

（あれば） 

 

市ホームページ掲載可否 

■ 可  □ 否 
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事業実績シート 

取組の名称 各種介護予防教室 
担当課 長寿包括ケア課 

問い合わせ先 

０２７－８９８－６１３３ 

概

要 

基本目標  ■つくる □はぐくむ □つたえる □まもる         

目  的 

高齢者の健康の保持・増進、疾病予防、意識の啓発等を図ることにより、要介

護状態に陥ることを予防し、健やかで活力ある自立した生活を継続して送るこ

とができるよう支援することを目的とした各種介護予防教室において栄養・食

生活に関する講話を行うことで、参加者の取り組みを促し、教室の目的達成に

寄与することを目的とします。 

対象者 ６５歳以上の市民 

実施方法 

内   容 

他職種が中心となり行う介護予防教室において栄養講話を行い、食に関する

介護予防の取り組みを促しています。必要に応じて、個別に食べ方のアドバイ

スを行っています。 

実施教室 

・歩行動作軽やかスクール 

・脳力アップチャレンジ 

・男性のための筋トレ教室 

・アクティブライフ講座 

連携団体等  

実 

績 

実施日 

回 数 

人数等 

上半期 下半期（予定） 

実施日：４～９月 

回 数：９回 

人 数：延べ３９人 

実施日：１０～３月 

回 数：８回 

人 数：延べ９８人（１２月末現在） 

期待される 

効果等 

教室参加のきっかけが、運動機能の維持や認知症予防などである参加者に対し、

栄養・食生活を整えることの大切さやその手立てを伝えることで、食が関連す

ることの理解と関心を高め、取り組みを促す機会になっています。 

取組み様子 

・写真 

・イラスト 

・グラフ等 

（あれば） 

 

市ホームページ掲載可否 

■ 可  □ 否 
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事業実績シート 

取組の名称 介護予防サポーター養成研修・活動支援 
担当課 長寿包括ケア課                

問い合わせ先 

０２７－８９８－６１３３ 

概

要 

基本目標  ■つくる □はぐくむ □つたえる □まもる         

目  的 

介護予防を実践できる人材の育成。介護予防サポーターは、食に関するボラン

ティアとしての役割も担っており、スキルアップ研修等の機会を捉え、栄養・

食生活に関する知識の普及・啓発し活動を支援します。 

対象者 概ね６０歳以上の市民 

実施方法 

内   容 

介護予防サポーター養成研修（初級・中級）において、栄養・食生活に関する

講話を行うほか、登録しているサポーターへのスキルアップ研修などを行い、

活動を支援していきます。 

連携団体等  

実 

績 

実施日 

回 数 

人数等 

上半期 下半期 

実施日：初級７/１７  

回 数：１回 

人 数：２９人 

実施日：中級１１/３０       

回 数：１回 

人 数：２９人 

期待される 

効果等 

サポーター自身の栄養・食生活の見直し実践につながるだけでなく、サポー

ターが得た知識を地域住民に普及することも期待できます。 

取組み様子 

・写真 

・イラスト 

・グラフ等 

（あれば） 

 

市ホームページ掲載可否 

■ 可  □ 否 


